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1 0 月臨時会

一
般
会
計
予
算

〇
価
格
高
騰
緊
急
支
援
給
付
金
事
業

価
格
高
騰
に
よ
る
家
計
へ
の
影
響
が

特
に
大
き
い
低
所
得
世
帯
に
対
し
、
１

世
帯
当
た
り
５
万
円
を
支
給
す
る
た
め

の
給
付
金
で
す
。

〇
湯
浅
ク
ー
ポ
ン
事
業

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
や
物

価
高
騰
に
よ
る
影
響
を
受
け
る
湯
浅
町

民
及
び
町
内
事
業
者
を
支
援
す
る
た
め

実
施
す
る
湯
浅
ク
ー
ポ
ン
事
業
の
第
３

弾
で
す
。登

録
さ
れ
て
い
な
い
事
業
者
、

特
に
ご
高
齢
の
事
業
者
の
方
は
手

続
き
が
大
変
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を

お
持
ち
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と

聞
く
の
で
役
場
か
ら
働
き
か
け
を

お
願
い
し
ま
す
。

要
望

（単位：万円）

（単位：万円）

令 和 ４ 年 度 　 一 般 会 計 補 正 予 算

令 和 ４ 年 度  水 道 事 業 会 計 補 正 予 算

10 月 19 日に臨時会を開催しました。
本臨時会に提案された補正予算などの議案 3 件を原案の通り可

決しました。

10 月 臨 時 会

10
月
24
日
（
月
）、
横
矢
政
明
議

長
が
議
会
議
員
と
し
て
35
年
以
上
在

職
し
、
地
方
自
治
の
発
展
に
功
労
が

あ
っ
た
方
へ
の
総
務
大
臣
か
ら
感
謝

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
東
京
都

ル
ポ
ー
ル
麹
町
に
お
い
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
贈
呈
式
に
出
席
し
ま
し
た
。

～
で
き
ご
と
～

項　目 補正額 主な歳出の説明 補正後の額

一般会計 2 億 2,833 価格高騰緊急支援給付金事業、
湯浅クーポン事業 103 億 8,544

項　目 補正額 説　　　明 補正後の額

水道事業 121 損害賠償金等 3 億 203

総務大臣感謝状贈呈式
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決算認定特別委員会

（単位：万円）
令 和 ３ 年 度 　 一 般 会 計 ・ 各 特 別 会 計 決 算 総 括 表

11 月 1 日に決算認定特別委員会を開催し、9 月定例会で継続審査となっていた令和 3 年度
湯浅町各会計の決算認定について審査しました。

決算認定特別委員会

会　計　名 歳入総額 歳出総額 歳入歳出
差引額

翌年度へ繰り
越すべき財源 実質収支額

一 般 会 計 126 億 9,381 121 億 1,727 5 億 7,654 1 億 1,557 4 億 6,097

同和対策住宅新築
資 金 等 特 別 会 計 3,427 3,427 0 0 0

普 通 会 計 127 億 2,808 121 億 5,154 5 億 7,654 1 億 1,557 4 億 6,097

国 民 健 康 保 険
事 業 特 別 会 計 16 億 6,427 16 億 3,169 3,258 0 3,258

駐 車 場 事 業
特 別 会 計 555 270 285 0 285

農 業 集 落 排 水
事 業 特 別 会 計 5,324 5,324 0 0 0

介 護 保 険 事
業 特 別 会 計 13 億 8,247 13 億 5,757 2,490 0 2,490

後 期 高 齢 者 医
療 特 別 会 計 3 億 3,577 3 億 3,308 269 0 269

全 会 計 合 計 161 億 6,937 155 億 2,981 6 億 3,956 1 億 1,557 5 億 2,399

備考：１　実質収支額は、歳入歳出差引額から、翌年度へ繰り越すべき財源を控除した額です。
　　　２　千円単位を四捨五入しているため、合計に差が生じる場合があります。

（単位：万円）令 和 ３ 年 度 　 水 道 事 業 会 計 決 算 総 括 表

会計名 収益的収入 収益的支出 収入支出差引額

水道事業会計

2 億 9,231 2 億 4,468 4,763

資本的収入 資本的支出 収入支出差引額

9,050 1 億 9,430 ▲ 1 億 380

＊資本的収入が資本的支出に不足する額（1 億 380 万円）は、補填財源で補填。
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決算認定特別委員会

昨
年
も
聞
い
た
が
職
員
の
時
間

外
勤
務
削
減
の
取
組
み
は
そ
の
後

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

各
課
長
か
ら
課
員
の
状
況
に
つ

い
て
チ
ェ
ッ
ク
す
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。

削
減
目
標
を
定
め
る
、
ノ
ー
残

業
デ
ー
徹
底
、
部
屋
の
強
制
消
灯

等
、
対
応
に
取
り
組
ん
で
欲
し
い
。

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
制
度
は
、

ど
う
い
っ
た
サ
ー
ビ
ス
で
、
ど
の

よ
う
な
人
が
対
象
に
な
る
の
か
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
る

方
が
、
本
人
負
担
額
の
上
限
額
を

超
え
た
と
き
に
、
超
え
た
分
が
後

か
ら
支
給
さ
れ
る
制
度
で
す
。

申
請
が
必
要
な
制
度
で
あ
る
の

で
、
対
象
者
に
申
請
漏
れ
が
な
い

よ
う
に
し
て
欲
し
い
。

問答要
望

問答要
望

決算認定特別委員会審査報告（抜粋）
令和 3 年度の決算状況は、一般会計と 4 つの特別会計が黒字となっています。同和対策

住宅新築資金等特別会計及び農業集落排水事業特別会計につきましては、一般会計から繰

り入れを行い実質収支をゼロとして、決算を締めています。

一般会計と同和対策住宅新築資金等特別会計を合わせた普通会計は、昨年に引き続き黒

字となりました。

黒字となった主な要因としましては、ふるさとまちづくり寄附金が令和 2 年度より若干

減少したものの約 33 億円の収入があったことによるものです。

一般会計の歳入歳出差引残額は、5 億 7,654 万 1,287 円で、繰越事業費の一般財源 1 億

1,557 万 2,780 円を差し引いた残額 4 億 6,096 万 8,507 円を、令和 4 年度へ繰越しています。

なお、前年度に対する歳入総額は、14 億 7,744 万 3,858 円、10.4 ポイントの減、また、歳

出総額では、13 億 4,337 万 4,608 円、10.0 ポイントの減となっています。

歳入については、ふるさとまちづくり寄附金や基金繰入金の減額、及び国庫支出金の特

別定額給付金給付事業費補助金の皆減が、対前年度比減の主な要因となっています。

歳出については、栖原コミュニティセンター建設事業やこども園建設事業など大型事業

の完成、及び特別定額給付金の皆減などが、対前年度比減の主な要因となっています。

普通会計の財政状況に関する各指数は、経常収支比率が 87.5% で、対前年度比 1.4 ポイン

トの増、実質公債費比率は、3 カ年平均 8.3% で、1.4 ポイントの減となっています。

委員から様々な意見・質疑等が出されましたが、本特別委員会は、慎重に審査した結果、

各会計の決算は、認定と決しました。

決算認定特別委員会委員長

久澄　顕人
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1 2 月定例会

令和 4 年第 4 回定例会を 12 月 6 日から 16 日までの日程で開催
しました。

本定例会に提案された条例改正、各会計補正予算など、提案さ
れた議案 16 件、報告 1 件を原案の通り可決・承認しました。

12 月 定 例 会

財政調整基金積立金	 ２億３，０４８万円

町道湯浅127号線歩道整備工事に伴う
測量設計業務委託	 ９５０万円

出産・子育て応援交付金	 ５５５万円

定住促進奨励金	 ５００万円

令和４年度一般会計補正予算

６億４,５０５万円

項　目 補正額 主な歳出の説明 補正後の額

総務費 5 億 3,786 財政調整基金積立金、ふるさと納税業務委託、
ふるさとまちづくり基金積立金など 40 億 9,025

民生費 3,359 各給付費負担金前年度精算分など 25 億 2,522

衛生費 3,608 新型コロナウイルスワクチン接種事業、
出産・子育て応援交付金など 8 億 3,482

商工費 216 観光トイレ清掃業務委託など 3 億 4,042

土木費 2,031 町道湯浅 127 号線歩道整備工事に伴う測量設計
業務委託、定住促進奨励金など 11 億 2,266

教育費 798 給食センター賄材料費、修繕費など 7 億 5,016

災害復旧費 253 農地災害復旧工事費など 254

歳出合計 6 億 4,505 110 億 3,050

※１　補正後の歳出合計は補正されていない項目も含めています。
　２　主な項目を掲載しているため、合計に差が生じています。

（単位：万円）
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1 2 月定例会

主
な
条
例
制
定

○
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

地
方
公
務
員
法
の
改
正
に
伴
い
、
町

職
員
の
定
年
を
来
年
度
か
ら
段
階
的
に

65
歳
ま
で
引
き
上
げ
る
等
の
一
部
改
正

で
す
。

良
い
制
度
で
あ
る
と
は
思
う
が
、

定
年
が
延
長
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
町
職
員
全
体
の
年
齢
構
成
が
高

く
な
る
の
で
は
。

国
か
ら
も
採
用
を
止
め
る
の
は

望
ま
し
く
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る

の
で
、
定
員
を
増
や
す
こ
と
も
考

え
て
い
ま
す
。

職
員
の
採
用
を
抑
制
す
る
こ
と

に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
て
欲
し
い
。

○
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正一

部
改
正
が
２
件
あ
り
ま
す
が
、
１

件
は
定
年
の
延
長
に
関
連
し
て
の
一
部

改
正
、
も
う
１
件
は
人
事
院
勧
告
に
よ

る
国
家
公
務
員
の
給
与
改
定
に
準
じ
て

の
一
部
改
正
で
す
。

問答要
望

そ
の
他

○
財
産
の
無
償
譲
渡
に
つ
い
て

現
指
定
管
理
者
で
あ
る
有
限
会
社
関

西
プ
レ
カ
ッ
ト
工
業
所
に
対
し
、
国
か

ら
の
承
認
を
受
け
た
木
材
加
工
大
型
共

同
作
業
場
施
設
（
土
地
・
建
屋
・
機
械

器
具
設
備
等
）
の
多
目
的
な
利
用
を
含

め
た
施
設
の
維
持
改
修
等
、
必
要
な
投

資
を
促
す
た
め
無
償
で
譲
渡
す
る
も
の

で
す
。

要
望
書
等

12
月
定
例
会
に
お
い
て
、
町
議
会
に

対
し
提
出
の
あ
り
ま
し
た
以
下
の
要
望

書
等
に
つ
き
ま
し
て
、
写
し
を
全
議
員

に
配
布
し
ま
し
た
。

〇
和
歌
山
県
腎
友
会
か
ら
の
要
望
書

〇
町
有
地
で
あ
る
な
ぎ
公
園
用
地
の
譲

渡
に
関
す
る
陳
情
書

全
員
協
議
会

一
般
会
計
予
算

町
道
湯
浅
127
号
線
北
橋
及
び
鍛

冶
町
交
差
点
の
と
こ
ろ
は
事
故
が

た
び
た
び
発
生
し
て
い
る
と
こ
ろ

な
の
で
、
信
号
機
を
設
置
で
き
な

い
か
。

警
察
と
協
議
し
て
い
ま
す
。
今

後
と
も
話
を
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

信
号
が
必
要
と
考
え
る
の
で
、

警
察
に
は
強
く
要
請
し
て
欲
し
い
。

問答要
望

町道湯浅127号線道路

木材加工大型共同作業場

（単位：万円）令 和 ４ 年 度 　 各 特 別 会 計 補 正 予 算

項　目 補正額 説　　　明 補正後の額

国民健康保険事業 636 前年度保険給付費等交付金精算分など 17 億 9,481

介護保険事業 50 人件費の調整分など 14 億 2,898

後期高齢者医療 714 前年度療養給付費等負担金精算分繰出金など 3 億 5,561

水道事業 4,353 受水費等 3 億 4,556
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1 2 月定例会

湯浅駅旧駅舎屋根部分

湯浅駅旧駅舎内

湯浅駅旧駅舎前

町道栖原35号線道路

湯浅駅旧駅舎内

町道栖原35号線道路 町道栖原35号線道路

現
場
視
察
を
行
い
ま
し
た

12
月
定
例
会
会
期
中
に
、
改
修
工
事

が
進
む
湯
浅
駅
旧
駅
舎
及
び
町
道
栖
原

35
号
線
道
路
改
良
工
事
現
場
を
視
察
し

ま
し
た
。
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一般質問

石橋 千歌子 議員

大切な命のため２４時間
　　　　利用可能なＡＥＤの設置を

質
問

私
は
避
難
訓
練
と
応
急
手
当

講
習
会
を
受
け
る
機
会
が
あ
り

参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
体
験
を

通
じ
防
災
意
識
の
高
ま
り
と
と

も
に
、
一
刻
を
争
う
人
命
救
助

に
お
け
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
重
要
性
と

必
要
性
を
痛
感
し
ま
し
た
。
Ａ

Ｅ
Ｄ
の
設
置
場
所
の
多
く
は
公

共
施
設
、
学
校
、
商
業
施
設
な

ど
で
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
８
割
以
上
が

夜
間
に
無
人
に
な
り
施
錠
し
て

い
る
た
め
〝
い
ざ
〟
と
い
う
時

は
使
用
で
き
な
く
な
る
問
題
が

あ
り
ま
す
。

「
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
適
正
配
置
に
関

す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
作
成

に
携
わ
っ
た
京
都
大
学
大
学
院

医
学
研
究
科
の
石
見
拓
教
授

は
、「
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
が
ゴ
ー

ル
で
は
な
く
、
い
つ
で
も
使
え

る
こ
と
が
重
要
で
す
。
特
に
、

公
共
施
設
に
つ
い
て
は
、
利
用

者
だ
け
で
な
く
、
誰
も
が
い
つ

で
も
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
設

置
場
所
を
見
直
す
必
要
が
あ

る
。」
と
指
摘
し
ま
す
。

平
成
2９
年
12
月
定
例
会
に
お

い
て
、
私
は
、
公
共
施
設
等
の

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
屋
外
設
置
と
、
24
時

間
使
用
で
き
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
整
備

を
質
問
、
現
在
の
進
捗
状
況
と

今
後
の
取
組
み
を
お
伺
い
し
た

い
。

答
弁（
健
康
推
進
課
長
）

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置
し
て
い
る
の

は
役
場
庁
舎
や
小
中
学
校
、
体

育
施
設
、
隣
保
館
。
役
場
庁
舎

は
宿
日
直
の
対
応
に
よ
り
、
２４

時
間
使
用
可
能
で
す
。
今
年

度
、
湯
浅
え
き
蔵
に
新
設
の
Ａ

Ｅ
Ｄ
は
、
駅
の
待
合
ス
ペ
ー
ス

に
設
置
、
２４
時
間
使
用
可
能
で

す
。
こ
れ
ら
以
外
は
屋
外
設
置

の
対
応
に
は
至
っ
て
お
り
ま
せ

ん
。
屋
外
設
置
の
効
果
が
よ
り

高
い
施
設
の
選
定
や
設
置
場
所

の
見
直
し
と
具
体
的
な
検
証
を

早
急
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

再
質
問

湯
浅
え
き
蔵
に
24
時
間
使
用

で
き
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置
で
き
た

事
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
町
民

の
大
切
な
命
を
守
る
こ
と
に
直

接
関
わ
っ
て
き
ま
す
。
最
近
で

は
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
搭
載
し
た
、
飲
み

物
の
自
動
販
売
機
も
普
及
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
設
置
場
所
の

見
直
し
と
併
せ
、
広
報
ゆ
あ
さ

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
最
新

情
報
の
周
知
が
必
要
で
す
。
コ

ロ
ナ
禍
で
集
会
は
難
し
い
と
思

い
ま
す
が
、
自
主
防
災
組
織
や

町
職
員
の
防
災
訓
練
な
ど
で
Ａ

Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
講
習
を
受
け
る

機
会
を
設
け
て
い
た
だ
き
た

い
。
24
時
間
使
用
で
き
る
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
整
備
と
設
置
場
所
等
の
周

知
、
救
命
救
急
講
習
、
こ
れ
ら

の
一
体
的
な
取
組
み
で
、
啓
発

を
進
め
て
は
。

答
弁（
総
務
課
長
）

誰
も
が
い
つ
心
停
止
の
現
場

に
遭
遇
す
る
か
わ
か
ら
な
い
中

で
、
傷
病
者
の
救
命
率
を
向
上

さ
せ
る
環
境
整
備
は
重
要
で

す
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
適
正
配
置
に
関

す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
単

に
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
数
を
増
や
す

だ
け
で
は
、
十
分
な
救
命
率
の

改
善
が
望
め
ま
せ
ん
。
訓
練
な

ど
日
頃
か
ら
の
準
備
の
必
要
性

が
課
題
と
さ
れ
、
設
置
が
求
め

ら
れ
る
施
設
や
配
置
情
報
の
公

開
、
教
育
や
訓
練
の
重
要
性
な

ど
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
民
間

施
設
を
含
む
公
共
ス
ペ
ー
ス
の

効
率
か
つ
効
果
的
な
設
置
や
講

習
会
の
実
施
、
設
置
場
所
の
周

知
な
ど
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
県

の
取
組
み
を
参
考
に
、
関
係
機

関
や
関
係
課
と
協
力
し
、
一
体

と
な
っ
て
取
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
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一般質問

石本 一也 議員

安心安全なまちづくりについて
①町内の各隣保館の改修、整備について現在どうなっていますか。
②改正障害者差別解消法の周知についてどうなっていますか。
③安心して仕事ができる役場組織への取組みはどうなっていますか。
④町職員の採用試験についてその後どうなっていますか。
⑤学校での部落問題学習はどうなっていますか。

Ｉ
３
と
い
う
テ
ス
ト
を
導
入
し

て
い
ま
す
。

質
問
⑤

部
落
問
題
に
つ
い
て
町
内
の

小
中
学
校
で
は
、
ど
の
よ
う
な

取
組
み
を
し
、
教
育
啓
発
し
て

い
る
の
か
。
ま
た
、
県
教
育
委

員
会
の
指
定
を
受
け
た
、
２
年

間
に
わ
た
る
人
権
教
育
総
合
推

進
地
域
事
業
の
状
況
は
。

答
弁（
教
育
長
）

教
育
委
員
会
発
行
の
人
権
学

習
教
員
用
手
引
を
基
に
部
落
差

別
の
解
消
に
向
け
て
の
研
修
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
県
事
業
に

つ
い
て
は
学
校
や
家
庭
、
地
域

で
の
教
育
啓
発
の
在
り
方
に
つ

い
て
研
究
を
し
、
公
開
授
業
、

研
究
経
過
報
告
、
人
権
意
識
の

高
揚
と
部
落
差
別
の
解
消
に
向

け
て
の
講
演
等
を
実
施
し
ま
し

た
。

質
問
①

以
前
「
隣
保
館
の
整
備
計
画

も
含
め
総
合
セ
ン
タ
ー
の
建
設

計
画
を
早
急
に
立
て
る
よ
う
に

指
示
を
し
て
い
る
」
と
町
長
の

答
弁
を
頂
い
て
い
ま
す
。
補
助

金
や
起
債
に
つ
い
て
期
限
等
が

あ
る
と
聞
い
て
い
る
中
で
、
早

急
に
建
て
替
え
を
進
め
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
町

長
の
考
え
方
は
。

答
弁（
町
長
）

関
係
各
課
と
検
討
を
重
ね
て

い
ま
す
が
、
で
き
る
だ
け
早
く

や
れ
る
よ
う
に
や
っ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

再
質
問

３
月
議
会
で
は
き
ち
ん
と
し

た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
出
し
て
頂

け
る
か
。答

弁（
町
長
）

調
査
設
計
の
予
算
は
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

質
問
②

障
が
い
者
へ
の
合
理
的
配
慮

の
提
供
を
民
間
事
業
者
に
も
義

務
づ
け
る
よ
う
障
害
者
差
別
解

消
法
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
湯

浅
町
で
は
「
障
が
い
を
理
由
と

す
る
差
別
を
な
く
す
条
例
」
を

施
行
し
、
障
が
い
を
理
由
と
す

る
差
別
の
解
消
や
共
生
社
会
を

目
指
す
こ
と
を
示
し
て
き
ま
し

た
が
、
認
知
度
に
課
題
も
あ
る

と
思
い
ま
す
。
現
在
の
取
組
み

や
、
今
後
、
ど
の
よ
う
に
合
理

的
配
慮
の
提
供
の
義
務
化
を
周

知
し
て
い
く
の
か
。

答
弁（
福
祉
課
長
）

改
正
に
先
立
ち
合
理
的
配
慮

の
事
例
を
掲
載
し
た
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
ま
た
、
広

報
等
で
条
例
に
基
づ
く
模
範
事

業
者
の
募
集
を
行
っ
て
い
ま

す
。今

後
も
積
極
的
に
啓
発
を
行

い
、
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く

よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

質
問
③

９
月
議
会
で
役
場
の
行
政
組

織
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部

署
が
業
務
を
円
滑
に
進
め
ら
れ

る
よ
う
複
数
の
課
を
横
断
的
に

調
整
で
き
る
ポ
ス
ト
を
新
し
く

設
置
し
て
は
ど
う
か
と
質
問
し

ま
し
た
が
、
９
月
議
会
以
降
の

町
行
政
と
し
て
の
考
え
は
。

答
弁（
町
長
）

今
の
と
こ
ろ
は
現
状
の
体
制

で
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
が
、
組
織
が
抱
え
る

課
題
に
つ
い
て
は
、
柔
軟
に
対

応
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

要
望

現
状
を
見
て
い
る
と
必
要
性

を
痛
感
し
て
い
ま
す
の
で
、
引

続
き
考
え
て
欲
し
い
。

質
問
④

６
月
議
会
で
採
用
試
験
の
方

法
に
つ
い
て
、
教
養
試
験
偏
重

か
ら
、
人
物
重
視
の
試
験
を
導

入
し
て
は
と
質
問
し
ま
し
た

が
、
そ
の
後
の
取
組
み
は
。

答
弁（
総
務
課
長
）

本
年
度
の
採
用
試
験
か
ら
実

施
要
項
に
、
町
が
求
め
る
職
員

像
を
記
載
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。
ま
た
、
民
間
事
業
等

で
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
Ｓ
Ｐ
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一般質問

久澄 顕人 議員

①水道料金改定について
②なぎ公園の売却方針について

質
問
①

水
道
料
金
改
定
を
議
論
す
る

に
至
っ
た
経
緯
、
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
。

答
弁（
水
道
事
務
所
長
）

管
路
更
新
や
耐
震
化
費
用
の

増
加
、
給
水
人
口
減
少
に
よ
る

料
金
収
入
減
少
が
見
込
ま
れ
、

今
後
１０
年
間
で
毎
年
２
億
円
の

更
新
費
用
が
必
要
で
す
。
湯
浅

町
水
道
料
金
審
議
会
で
議
論

し
、
約
20
％
の
料
金
増
額
改
定

が
必
要
と
答
申
が
あ
り
ま
し

た
。
令
和
５
年
３
月
議
会
で
条

例
改
正
を
行
い
、
令
和
６
年
４

月
か
ら
改
定
を
予
定
し
、
令
和

６
年
10
月
ま
で
の
半
年
間
は
新

基
本
料
金
を
半
額
減
免
、
令
和

６
年
10
月
か
ら
新
料
金
と
す
る

予
定
で
す
。

再
質
問
①

住
民
説
明
会
で
寄
せ
ら
れ
た

意
見
は
。答

弁（
水
道
事
務
所
長
）

「
物
価
高
騰
で
生
活
が
苦
し

く
な
っ
て
い
る
」、「
一
般
会
計

で
負
担
で
き
な
い
の
か
」、「
安

心
・
安
全
の
た
め
工
事
が
必
要

で
、
値
上
げ
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
は
理
解
で
き
る
。
値

上
げ
の
先
に
今
よ
り
お
い
し
い

水
で
あ
れ
ば
使
用
者
も
納
得
す

る
」、「
食
べ
て
い
く
だ
け
で
精

一
杯
の
人
も
い
る
の
で
福
祉
的

な
施
策
を
考
え
て
欲
し
い
」
等

の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

再
質
問
②

水
道
料
金
の
減
免
規
定
の
拡

充
を
。答

弁（
副
町
長
）

町
全
体
の
効
果
的
な
支
援
施

策
を
検
討
し
ま
す
。

再
質
問
③

物
価
高
騰
の
時
世
に
、
拙
速

に
値
上
げ
を
決
め
る
べ
き
で
は

な
い
と
考
え
る
が
、
次
の
３
月

議
会
で
条
例
改
正
を
行
う
と
い

う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
見
直
す
べ

き
で
は
。
ま
た
一
般
会
計
か
ら

水
道
会
計
へ
繰
り
出
し
を
行

い
、
値
上
げ
を
回
避
す
る
努
力

を
。

答
弁（
副
町
長
）

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ

い
て
は
慎
重
に
進
め
ま
す
。
一

般
財
源
か
ら
の
繰
り
出
し
は
国

の
基
準
で
あ
る
事
業
費
の
４
分

の
１
を
活
用
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

要
望

国
言
い
な
り
の
財
源
論
で
は

な
く
、
一
般
財
源
を
最
大
限
活

用
し
、
値
上
げ
を
回
避
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

質
問
②

な
ぎ
公
園
の
売
却
方
針
の
概

要
は
。答

弁（
町
長
）

津
波
が
き
た
時
に
危
険
と
言

わ
れ
て
い
る
海
岸
の
一
番
端
に

児
童
公
園
が
あ
る
こ
と
は
放
っ

て
お
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
町
民
の
安
心
・
安
全
を
担

保
す
る
の
が
一
番
の
町
益
と
考

え
ま
す
。再

質
問
①

住
民
説
明
会
の
参
加
人
数
と

寄
せ
ら
れ
た
意
見
は
。

答
弁（
副
町
長
）

約
50
名
の
参
加
が
あ
り
、「
公

園
は
み
ん
な
の
財
産
で
あ
り
売

却
の
是
非
を
町
民
み
ん
な
に
聞

い
て
欲
し
い
」、「
砂
ほ
こ
り
や

騒
音
で
環
境
が
悪
く
な
る
か
も

し
れ
な
い
」、「
子
ど
も
の
遊
び

場
と
し
て
残
し
て
欲
し
い
」
等

の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

再
質
問
②

公
有
財
産
の
売
却
は
住
民
合

意
が
原
則
で
は
な
い
か
。

答
弁（
町
長
）

子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
守
る

こ
と
を
考
え
て
住
民
の
理
解
が

得
ら
れ
る
ま
で
説
明
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

再
質
問
③

地
元
住
民
か
ら
公
園
売
却
に

反
対
の
声
が
相
次
い
で
い
る

が
、
町
民
の
願
い
を
受
け
止
め

て
、
公
園
売
却
方
針
は
撤
回
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁（
町
長
）

地
元
の
皆
さ
ん
の
理
解
を
得

る
こ
と
が
第
一
条
件
と
思
っ
て

い
ま
す
。
地
元
の
皆
さ
ん
の
了

解
が
得
ら
れ
れ
ば
、
売
却
を
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

要
望

子
ど
も
た
ち
の
遊
び
場
と
し

て
、
憩
い
の
場
と
し
て
、
多
数

の
地
元
住
民
が
公
園
の
存
続
を

要
望
さ
れ
て
い
る
。
な
ぎ
公
園

売
却
方
針
は
撤
回
し
て
い
た
だ

き
た
い
。
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一般質問

三ツ橋 忠男 議員

高齢者の活性化のために

学
校
で
は
「
ふ
る
さ
と
講
座
」

の
実
施
、
公
民
館
活
動
、
読
み

聞
か
せ
、
も
ち
つ
き
大
会
等
世

代
を
越
え
た
交
流
も
行
っ
て
い

ま
す
。
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、

自
ら
力
を
発
揮
し
な
が
ら
新
た

な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い

く
こ
と
が
生
き
が
い
づ
く
り
に

も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
活
動
が
よ

り
広
く
浸
透
す
る
よ
う
引
き
続

き
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

要
望

新
し
く
流
れ
を
変
え
る
の
は

大
変
な
こ
と
で
す
が
待
っ
た
な

し
の
高
齢
化
社
会
で
す
。
ご
英

断
を
。

質
問

町
の
高
齢
化
率
が
ま
す
ま
す

高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在

６5
才
以
上
の
人
口
比
率
は
3６
・

９
％
で
す
。
３
分
の
１
が
高
齢

者
、
10
年
先
は
40
％
を
超
え
ま

す
。
一
方
高
齢
者
の
活
動
は
老

人
ク
ラ
ブ
が
中
心
で
、
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
・
趣
味
・
学
習
・
奉

仕
作
業
が
主
な
活
動
で
、
高
齢

者
イ
コ
ー
ル
福
祉
と
い
う
考
え

方
が
主
流
で
す
。
そ
ん
な
な

か
、
町
の
た
め
、
地
域
の
た
め
、

自
分
た
ち
の
た
め
、
独
自
に
活

動
さ
れ
て
い
る
方
も
お
ら
れ
ま

す
。
最
近
で
は
地
元
食
文
化
の

な
れ
ず
し
作
り
の
講
習
会
を
開

い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
ん

な
活
動
は
と
て
も
す
ば
ら
し
い

も
の
で
す
。
こ
の
よ
う
に
高
齢

者
パ
ワ
ー
の
活
用
を
も
っ
と
強

く
進
め
て
い
く
べ
き
だ
と
思
い

ま
す
。
定
年
退
職
さ
れ
た
り
、

後
継
者
へ
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
た

方
々
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
す
ば
ら

し
い
技
術
と
経
験
で
、
世
の
中

を
わ
た
っ
て
来
た
方
々
で
す
。

そ
ん
な
方
々
に
力
を
お
借
り
し

よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
町

の
た
め
、
地
域
の
た
め
、
自
分

の
た
め
に
、
町
お
こ
し
、
地
域

お
こ
し
、
文
化
の
継
承
な
ど

や
っ
て
ほ
し
い
事
は
い
ろ
い
ろ

あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
ミ
ッ
シ
ョ
ン

を
立
ち
上
げ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
は
、
目

標
が
あ
る
こ
と
、
目
標
に
向
う

行
動
が
あ
る
こ
と
、
そ
れ
ら
が

町
や
地
域
に
求
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

取
組
み
方
と
し
て
は
、
問
題

テ
ー
マ
を
皆
で
協
議
し
、
少
し

ず
つ
目
標
に
近
づ
く
こ
と
で
達

成
の
喜
び
が
見
え
ま
す
。
ミ
ッ

シ
ョ
ン
を
持
っ
て
取
組
む
こ
と

で
、
行
政
は
意
見
交
流
で
問
題

点
が
見
え
ま
す
。

町
民
に
定
年
退
職
は
あ
り
ま

せ
ん
。
高
齢
化
が
進
む
中
、
そ

の
力
を
生
か
す
事
が
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。
そ
こ
で
高
齢
者
活

動
の
た
め
新
し
い
課
を
作
る
こ

と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
愛

称
は
「
ひ
つ
ん
じ
ょ
」
と
考
え

ま
し
た
。
稲
刈
り
の
あ
と
も
う

一
度
稲
が
実
る
の
で
す
。

高
齢
者
の
社
会
参
加
の
活
動

が
、
必
ず
や
町
の
活
性
化
に
つ

な
が
る
と
思
い
ま
す
が
ご
答
弁

を
願
い
た
い
。

答
弁（
町
長
）

高
齢
化
率
は
年
々
高
く
な
っ

て
き
て
お
り
、
今
後
は
高
齢
者

の
皆
さ
ん
の
活
躍
な
く
し
て
町

の
活
性
化
は
な
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
そ
の
豊
富
な
経
験
や

知
識
を
活
用
し
て
、
若
い
世
代

に
引
き
継
ぐ
と
い
う
こ
と
は
、

町
に
と
っ
て
も
大
変
貴
重
で
あ

り
、
機
会
が
あ
る
ご
と
に
、
力

を
お
借
り
し
た
い
と
協
力
を
お

願
い
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
中
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一般質問

由良 祥治 議員

質
問

我
々
は
現
在
、
高
度
経
済
成

長
期
に
整
備
さ
れ
た
学
校
施
設

や
公
民
館
の
よ
う
な
、
ハ
コ
モ

ノ
、
又
イ
ン
フ
ラ
施
設
の
老
朽

化
対
策
が
大
き
な
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
人
口
減
少
に
よ

り
、
公
共
施
設
等
に
対
す
る
利

用
需
要
も
変
化
し
て
お
り
、
そ

れ
に
対
応
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
あ
り
方
を
検
討
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
湯
浅
町
に
お
き
ま

し
て
も
、
国
の
要
請
に
則
っ

て
、
公
共
施
設
等
を
次
世
代
の

住
民
に
健
全
な
状
態
で
引
き
継

ぐ
事
が
重
要
で
あ
る
と
し
て
、

平
成
2９
年
３
月
に
公
共
施
設
の

今
後
の
あ
り
方
や
適
正
な
維
持

管
理
、
建
替
え
等
の
更
新
に
つ

い
て
基
本
的
な
方
針
を
示
す

「
湯
浅
町
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

平
成
2９
年
に
策
定
さ
れ
ま
し
た

管
理
計
画
の
前
半
５
年
が
過
ぎ

ま
し
た
が
、
そ
の
進
捗
状
況
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

答
弁（
総
務
課
長
）

施
設
の
老
朽
化
対
策
や
、
人

口
減
少
に
よ
る
利
用
者
の
減

少
、
将
来
の
更
新
費
用
な
ど
、

多
く
の
施
設
を
管
理
す
る
町
に

と
っ
て
、
維
持
管
理
は
大
き
な

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
住
民

の
利
便
性
の
向
上
や
、
経
済
性

の
視
点
か
ら
、
公
共
施
設
の
集

約
・
複
合
化
等
に
よ
る
適
正
管

理
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
実
施
し
て
き
た
施
設
で
説
明

し
ま
す
と
、
老
朽
化
し
た
消
防

車
庫
と
、
耐
震
診
断
で
使
用
で

き
て
い
な
か
っ
た
公
民
館
を
、

集
約
し
複
合
化
し
た
「
栖
原
区

民
セ
ン
タ
ー
」
や
、
老
朽
化
し

た
旧
向
島
保
育
所
と
旧
武
者
越

保
育
所
を
集
約
し
高
台
移
転
し

た
「
ゆ
あ
さ
こ
ど
も
園
」
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

質
問

計
画
の
中
で
大
き
く
変
更
し

た
箇
所
は
。

答
弁（
総
務
課
長
）

大
き
く
変
更
し
た
箇
所
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
湯
浅
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
の
建
物
の
老
朽
化
が

著
し
く
、
現
地
で
建
替
え
が
困

難
な
た
め
、
湯
浅
小
学
校
の
空

き
教
室
を
利
用
し
、
よ
り
利
便

性
を
高
め
た
改
修
を
行
い
、
湯

浅
小
学
校
特
別
教
室
棟
に
集
約

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

要
望

公
共
施
設
の
統
合
、
廃
止
・

譲
渡
に
つ
い
て
は
、
将
来
の
人

口
の
見
通
し
や
利
用
需
要
を
勘

案
し
、
公
共
施
設
等
の
総
量
及

び
配
置
の
最
適
化
を
充
分
に
検

討
さ
れ
た
い
。
過
日
、
実
施
さ

れ
ま
し
た
な
ぎ
公
園
譲
渡
の
説

明
会
に
お
い
て
も
、
地
元
住
民

と
の
問
題
意
識
や
情
報
の
共
有

が
な
さ
れ
て
お
ら
ず
行
政
側
の

一
方
的
な
説
明
で
あ
っ
た
。
住

民
、
又
議
会
と
十
分
協
議
を
し

て
、
合
意
形
成
を
構
築
し
た
後

に
、
事
を
進
め
て
頂
き
た
く
強

く
要
望
し
ま
す
。

湯浅町の公共施設の今後の管理運営について
施設譲渡は住民又議会との充分な協議を！

なぎ公園
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一般質問

固定資産税等の税について

松本 光成 議員

き
ま
し
て
も
、
先
行
き
は
不
透

明
で
あ
り
、
超
過
税
率
は
安
定

的
か
つ
将
来
を
見
据
え
た
財
源

対
策
と
し
て
貴
重
で
す
。
し
か

し
、
湯
浅
町
へ
の
移
住
・
定
住

を
検
討
す
る
方
に
と
っ
て
、
税

金
の
額
は
一
つ
の
判
断
材
料
に

な
る
と
思
い
ま
す
し
、
物
価
高

騰
な
ど
の
影
響
に
よ
っ
て
、
苦

し
い
家
計
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

る
と
思
い
ま
す
の
で
、
慎
重
に

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

要
望

ま
ち
づ
く
り
を
一
層
推
し
進

め
る
た
め
に
も
見
直
す
べ
き
だ

と
思
い
ま
す
。
今
後
、
町
全
体

で
し
っ
か
り
検
討
す
る
よ
う
町

長
に
要
望
し
ま
す
。

質
問

湯
浅
町
の
固
定
資
産
税
率

は
長
年
に
わ
た
り
標
準
税
率

１
０
０
分
の
1．4
よ
り
0．1
多
い
、

１
０
０
分
の
1．5
で
課
税
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
以
前
か
ら
財
政

状
態
が
悪
く
、
少
し
で
も
歳
入

を
増
や
す
た
め
の
施
策
と
し
て

採
用
し
て
き
た
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。
ち
な
み
に
県
下
の
自
治

体
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
超
過
税

率
を
採
用
し
て
い
る
の
は
30
市

町
村
の
う
ち
５
市
町
村
で
、
町

で
は
湯
浅
町
と
広
川
町
の
み
と

な
っ
て
い
ま
す
。

上
山
町
政
の
当
初
は
、
非
常

に
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
き
ま

し
た
が
、
懸
命
の
努
力
に
よ
り

数
年
前
か
ら
ふ
る
さ
と
納
税
が

増
額
と
な
り
、
財
政
状
況
は
好

転
し
て
い
ま
す
。

今
こ
そ
固
定
資
産
税
を
標
準

税
率
に
戻
す
時
期
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
が
、
財
政
調
整
基

金
と
ふ
る
さ
と
ま
ち
づ
く
り
基

金
の
残
高
、
又
固
定
資
産
税
の

収
入
状
況
と
超
過
税
率
の
金
額

を
ま
ず
お
聞
き
し
た
い
。

答
弁（
総
務
課
長
）

令
和
３
年
度
末
の
財
政
調

整
基
金
残
高
は
、
約
１５
億
７
，

１
９
２
万
円
、
ふ
る
さ
と
ま

ち
づ
く
り
基
金
残
高
は
、
約

３２
億
４ 

，
２
３
６
万
円
で
す
。

答
弁（
住
民
生
活
課
長
）

固
定
資
産
税
の
収
入
状
況

は
、
令
和
３
年
度
約
４
億
３
，

７
４
８
万
円
、
そ
の
内
超
過
税

率
分
は
、
約
２ 

，９
１
６
万
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

再
質
問
　

財
政
調
整
基
金
と
ふ
る
さ
と

ま
ち
づ
く
り
基
金
合
わ
せ
て
約

4８
億
円
の
基
金
残
額
が
あ
り
ま

す
。
標
準
税
率
に
戻
す
こ
と
の

メ
リ
ッ
ト
は
数
多
く
あ
り
ま
す

が
、
３
点
程
言
い
ま
す
。

１
点
目
は
、
こ
こ
数
年
間
の

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
不
況
と
最
近

の
物
価
高
に
よ
り
、
町
民
は
苦

し
い
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
る
。

２
点
目
は
、
高
齢
者
や
子
育

て
世
帯
へ
の
負
担
緩
和
。

３
点
目
は
、
町
外
か
ら
移
住

を
検
討
し
た
と
き
、
税
や
公
共

料
金
が
安
け
れ
ば
、
湯
浅
町
自

慢
の
コ
ン
パ
ク
ト
で
住
み
や
す

い
町
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ

な
が
る
。

以
上
見
直
し
に
つ
い
て
、
町

長
の
考
え
を
お
聞
き
し
た
い
。

答
弁（
町
長
）

近
年
の
財
政
状
況
を
鑑
み

て
、
固
定
資
産
税
率
を
標
準
税

率
に
と
い
う
ご
意
見
は
も
っ
と

も
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
老
朽
化
施
設
の
建
て
替
え

費
用
と
維
持
管
理
費
及
び
公
債

費
な
ど
が
増
加
す
る
た
め
将
来

的
に
厳
し
い
財
政
状
況
が
予
測

さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
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豊重館長と集合写真

フォトロゲイニング

豊重館長による研修講義

フォトロゲイニング

知覧特攻平和会館

フォトロゲイニング

視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た

10
月
26
日
（
水
）・
27
日
（
木
）
の

２
日
間
、
視
察
研
修
と
し
て
鹿
児
島
県

を
訪
れ
ま
し
た
。

鹿
屋
市
柳
谷
地
区
、
通
称
「
や
ね
だ

ん
」
地
区
公
民
館
長
で
も
あ
る 

豊
重

哲
郎 

氏
に
よ
る
「
行
政
に
頼
ら
な
い

感
動
の
地
域
づ
く
り
」
や
、
知
覧
特
攻

平
和
会
館
で
の
平
和
学
習
や
人
権
尊
重

の
大
切
さ
、
伝
え
方
等
に
つ
い
て
視
察

し
ま
し
た
。

フ
ォ
ト
ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ

大
会
に
参
加
し
ま
し
た

10
月
30
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
た
、

に
ぎ
わ
い
駅
前
フ
ェ
ス
タ
に
お
け
る
フ

ォ
ト
ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ
大
会
に
、
ま
ち
な

か
の
賑
わ
い
創
出
の
一
助
と
な
る
よ
う

町
議
会
と
し
て
議
員
２
チ
ー
ム
で
参
加

を
い
た
し
ま
し
た
。
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議
員
報
酬
に
つ
い
て

令
和
４
年
度
に
お
け
る
湯
浅
町
議
会

議
員
に
支
給
さ
れ
る
報
酬
月
額
は
、
下

記
の
表
の
と
お
り
で
す
。
こ
の
毎
月
の

報
酬
を
元
に
６
月
、
12
月
の
年
２
回
期

末
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
報
酬
と
は
別
に
議
員
の

調
査
研
究
そ
の
他
の
活
動
の
た
め
の
費

用
と
し
て
政
務
活
動
費
が
年
額
５
万
円

支
給
さ
れ
ま
す
。

あ
わ
せ
て
、
参
考
と
し
ま
し
て
有
田

郡
市
他
市
町
の
議
員
報
酬
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。

全議員研修会に参加

議
員
研
修
に
参
加
し
ま
し
た

11
月
14
日
（
月
）
に
日
高
川
町
で
開

催
さ
れ
た
、
県
議
長
会
主
催
の
全
議
員

研
修
会
、
政
治
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
泉 

宏
氏
に
よ
る
講
演
に
参
加
し
ま
し
た
。

議　　長 副　議　長 議　　員

湯　　浅　　町
（定数：10 人） 280,000 円 235,000 円 220,000 円

広　　川　　町
（定数：10 人） 250,000 円 210,000 円 195,000 円

有　田　川　町
（定数：16 人） 300,000 円 250,000 円 230,000 円

有　　田　　市
（定数：15 人） 500,000 円 450,000 円 420,000 円
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委
員
長

久

澄

顕

人

副
委
員
長

由

良

祥

治

委
　
　
員

石

本

一

也

委
　
　
員

山

本

年

哲

委
　
　
員

三
ツ
橋
忠
男

議
会
広
報
編
集
常
任
委
員
会

毎
日
寒
い
日
が
続
い
て
い
ま
す

が
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

２
０
２
０
年
１
月
１６
日
に
日
本

国
内
で
初
め
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
者
と
し
て
中
国
武
漢
に

渡
航
歴
の
あ
る
男
性
が
報
告
さ
れ

て
以
来
、
３
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

年
末
年
始
は
コ
ロ
ナ
感
染
者
が

増
加
し
過
去
最
高
の
感
染
者
数
を

記
録
す
る
な
ど
先
行
き
の
不
透
明

が
ま
し
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
「
禍
も
三
年
置

け
ば
用
に
立
つ
」
と
い
う
言
葉
が

あ
る
よ
う
に
、
わ
ざ
わ
い
も
時
が

た
て
ば
幸
い
の
糸
口
に
な
る
と
私

は
思
い
ま
す
。

今
年
は
う
さ
ぎ
年
。
湯
浅
町
に

と
り
幸
い
の
糸
口
を
み
つ
け
大
き

く
飛
躍
す
る
年
に
し
た
い
で
す
。

（
山
本　

年
哲
）

議会の傍聴にお越しください
次回の定例会は3月開催予定です。

議会は公開されていますので、個人でも団体でも自由に傍聴すること
ができます。ぜひ傍聴にお越しください。
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10月臨時会賛否表
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可決 損害賠償の額の決定及び和解について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 令和 4 年度一般会計補正予算（第 5 号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 令和 4 年度水道事業会計補正予算（第 3 号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12月定例会賛否表
認定 令和 3 年度一般会計決算認定 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
認定 令和 3 年度国民健康保険事業特別会計決算認定 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
認定 令和 3 年度駐車場事業特別会計決算認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
認定 令和 3 年度同和対策住宅新築資金等特別会計決算認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
認定 令和 3 年度農業集落排水事業特別会計決算認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
認定 令和 3 年度介護保険事業特別会計決算認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
認定 令和 3 年度後期高齢者医療特別会計決算認定 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
認定 令和 3 年度水道事業会計決算認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 湯浅駅旧駅舎設置及び管理に関する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可決 湯浅町議会議員及び湯浅町長の選挙における選挙運動費の公費負担
に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可決 湯浅町職員の定年等に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 地方公務員法等の一部改正に伴う関係条例の整備に関する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 特別会計設置条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 湯浅町木材加工大型作業場施設設置及び管理に関する条例の廃止条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 令和 4 年度一般会計補正予算（第 6 号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 令和 4 年度国民健康保険事業特別会計補正予算（第 2 号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 令和 4 年度介護保険事業特別会計補正予算（第 2 号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 令和 4 年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第 1 号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 令和 4 年度水道事業会計補正予算（第 4 号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 財産の無償譲渡について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 工事請負契約の締結について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 湯浅駅旧駅舎設置及び管理に関する条例における指定管理者の指定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（注）横矢政明議員は議長のため、裁決に加わらない。○は賛成、●は反対、- は退席


